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わが国の農業について、現場の経験を踏まえてのご意⾒⼤変興味深く拝⾒さえていただき
ました。特に、これからの農業に関する五つの転換は、いずれも納得がいく提案だと思いま
す。 
 昭和 37 年の農業基本法以来、これだけ深みにはまっている農業を蘇らせることは、簡単
なことではないと思います。担い⼿や農地所有を限定的に考え、⽣産にもタガがはめられ、
補助⾦を通じた農業管理がわが国の農業をここまで追い込んだものと思います。特に、今回
の令和の⽶騒動はお⽶を作る農家と消費者、⼀般国⺠との距離を拡げてしまった、もっと⾔
えば、対⽴構造になってしまった。この後遺症は⼤きいと思います。 
 ここでは、1 点に絞ってご意⾒を伺いたいと思います。 
 それは、農業の後継者ではなくて新規参⼊者の問題です。農業技術の習得もこれから、農
地も所有していないけれども農業に携わりたいと思う若者が相当程度いると思います。彼ら、
彼⼥らを農業に誘い込むにはどうしたらよいでしょうか。⼯場誘致の場合には、地域で⼯業
団地を造成して企業誘致を図りますが、これの農業版といったものを考えられないでしょう
か。農業は国の基本です。わが国でも国を挙げて、地域単位でモデル事業を設定してやるこ
とが必要ではないでしょうか。いかなる⽅法があると思われますでしょうか、ご意⾒を伺え
ればと思います。 
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